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1. 課題名：目黒寄生虫館におけるサウンドスケープ（音環境）デザインの実践 
 
2. 交付番号：25008 
 
3. 機関名および氏名：公益財団法人 目黒寄生虫館 倉持利明 
 
4. 事業の概要： 
 目黒寄生虫館（以下：当館）展示室において音による展示環境作りを実践した。サウ
ンドスケープデザインとは、単に BGM や環境音を流すこと、声による展示解説や音声
ガイドの導入を示すものではなく、展示効果を達成するための環境作りを目指すもので、
より効果的なオリジナルの音または音楽を模索し創造するものであり、日本の博物館、
特に自然史系の博物館での導入例はごくわずかである。本事業では、「音楽を使った空間
デザイン」を手がける作家・演奏家による音楽レーベル、Vegetable Record との共同
研究の形をとり、音を使った展示室環境の作成を試みた。その成果は、博物館学の専門
誌に投稿し公表した。 
 
5. 事業の目的 
 本事業は、展示室におけるサウンドスケープをデザインすることで、展示物（標本・
資料）がもつ来館者を引きつける力と、展示物の前に来館者をとどめる力を最大限に引
き出し、その結果、展示物による最大の教育的な力や普及・啓発的な力を得ることを目
的とする。 
以下、当館の展示室、展示物、来館者等について概説する。展示室は二つのフロアー
を合わせてもわずか 140 m2と狭いが、そこに約 300 点の標本・資料を展示している。
標本・資料はそれぞれ LED ライトで美しくライトアップされており、簡潔なグラフィ
ックとテキストで解説されている。年間 7 万人近い来館者を迎えており、来館者は個人
よりもグループが多く、年齢層にはあまり偏りがないのも当館を訪れる来館者の特徴で
ある。ところが、来館者の滞在時間はおおむね 30 分程度であって、単純な計算では、
標本・資料 1 点あたりの観覧時間は6秒となり、ほとんど見られていない標本・資料が
あること、解説はほとんど読まれていないことが覗われる。 
そこで、展示物と来館者の距離を縮めることで来館者を引きつけ、とどめる、解説を
読むゆとりを確保する手段としてサウンドスケープデザインに着目した。すなわち、展
示物を見る、解説を読むことに集中して長時間いたくなるような環境作りをサウンドス
ケープデザインによって目指すことにした。混雑時には、他人や他のグループとの間に
結界を設け、展示物への集中と落ち着きをもたらし、閑散時には孤立感から解放すると
いった作用・効果を期待した。 
 
6. 事業の具体的実施内容・方法・経過： 
2025 年 
・1 月 11 日：2025 年度全国科学博物館活動等助成事業に申請。申請時にはすでに
Vegetable Record にコンタクトしており、館内見学、展示解説等を実施し、展示の
コンセプト、当館が抱える事情や来館者の特徴について理解を得ていた。 

・4月 16 日：当館にて、Vegetable Record との（助成金採択後）最初の打合せを実施
した。Vegetable Record よりサウンドスケープのコンセプトとして、「寄生音楽」
「寄生虫展示の美しさ」「人間と寄生虫」といった提案があり、当館からは予算規模
の説明とコンセプトについての意見交換を行った。 



・4 月 30 日：Vegetable Record は見積書と企画書を提出。企画書にはコンセプトに
基づき 6曲を制作すること、1階では「液浸標本の青色の背景」、「フタゴムシ」、「シ
ーラカンスの寄生虫」、2階では「人体寄生虫のライフサイクル」をテーマに、6種類
の楽曲がズレ続けながらも調和し合い、空間で混ざり合うことで、グラデーションの
ような有機的な空間を創造することが提案された。また、音響機器は、1階と 2階に
別系統の天井埋込スピーカー、各所に小型スピーカーを展示ケース内や壁面ボックス
などに収納するといった音響計画も記されていた（図 1，2）。当館では企画書を検討
し、受理することとしてVegetable Record に作業を進めるよう指示した。 

 
・6月2日：当館にてVegetable 
Recordと打合せ。仮のオーディ
オ機器を持ち込み、サンプル楽
曲を流してシミュレーションを
実施した。ほか、オーディオ機器
の仕様説明を受け、設置にあた
って工事を発注する工務店への
指示、問題点等を整理した。 
・ 6 月 11 日 ： 当 館にて
Vegetable Record と工務店を
交えて設置工事に向けた打合せ
を実施。 
・7 月 4 日：オーディオ機器納
品。 
・7 月 14・15 日：工務店によ

るスピーカーの設置、配線工事・電気工事。 
・8 月 15・22 日：午前 11 時～午後 2 時に、サウンドスケープ導入前の滞在時間調査
を実施。 



・8月 26日：楽曲納品（納品に先立ち、当館ではweb経由で作品を試聴し、館員全員
の承諾の元で納品を指示した）。機器の接続、調整等を実施。 

・8 月 27 日：約 1 ヶ月を試用期間としてサウンドスケープ運用開始。当館公式ウェブ
サイトのサイト更新情報にて告知した（展示室のサウンドスケープ（音環境）をデザ
インしました [https://www.kiseichu.org/single-post/20250827]）。 

・8 月 29 日：当館公式ウェブサイトの研究員ブログに掲載（展示室の音環境をデザイ
ンしました [https://kiseichukan.blogspot.com/2025/08/blog-post_29.html]）。 

・8 月 29 日・9 月 5 日：午前 11 時～午後 2 時に、サウンドスケープ導入後の滞在時
間調査を実施。 

・8 月 30・31 日：展示室にあるミュージアムショップにて、来館者からの聞き取り調
査を実施し、海外からの来館者を含め62件の意見を得ることができた。 

・9 月 29 日：聞き取り調査の結果を踏まえて、Vegetable Record による高音部分の
一部削除、音量の調整等の微調整を実施。 

・10月 1日：サウンドスケープ試用期間を終了し、本格運用開始。 
・10 月 11・12 日：Google Form を用いた選択式のアンケートを実施し、51 件の回
答を得た。 

・12月 9日：当館展示室にて、Vegetable Record の作家・演奏家 2名、当館研究
員・館長とで対談を行い、本事業の実施の背景、経緯等を振り返り、成果の評価や
今後の展望について話し合った。この模様はVegetable Record の公式サイトで公
開されており（【特別対談 #9】Vegetable Record × 目黒寄生虫館 2025.12.09 
[https://note.com/vegetablerecord/n/na87023e38742]）、当館公式ウェブサ
イトの研究員ブログでも紹介した（Vegetable Record のアーティストと対談 
[https://kiseichukan.blogspot.com/2025/12/vegetable-record.html]）。 

 
7. 滞在時間調査・聞き取り調査・アンケート調査からみた本事業の効果・評価 
a. 滞在時間調査 
 本調査は、試用期間としてサウンドスケープを運用開始する前後の金曜日に、監視カ
メラのビデオ映像を用いて行った。午前 11 時から午後 2 時に来館した個人や団体を任
意に選び、入館から退館までの時間を計測して集計した。サンプル数は運用前（楽曲な
し）が45、運用後（楽曲あり）が35だった。平均滞在時間はそれぞれ34.11 分、34.84
分で統計的な有意差は得られなかった（ウィルコクソンの順位和検定）。次に、これら2
つのグループの滞在時間ごと（5分間隔）の相対度数を比較したのが図 3 である。興味

深いことに、楽曲の有無にかかわらず（サウンドスケープ運用の前後を問わず）二峰型
を示し、楽曲なしでは15～25分と 35～50 分に、楽曲ありでは 25～35 分と50～55
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図3. サウンドスケープ導⼊前後の館内滞在時間の⽐較
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分にピークが現れた。とりわけ楽曲ありの 50～55分のピークは明瞭で、サウンドスケ
ープの運用により滞在時間が長くなったと評価することができる。 
 
b. 聞き取り調査 
 本調査は、当館 2階展示室にあるミュージアムショップを訪れた来館者に、サウンド
スケープに対する感想を伺う形で実施した。概ね「素敵な音楽だと思った」、「心地よか
った」、「良い意味で気にならなかった」、「無音よりずっと良い」など好感を寄せるもの
が多く、中には「周りの人の会話が気にならなくなったので展示に集中できた」や「寄
生虫に対する抵抗が薄れた気がする」といった本事業を高く評価するものも聞かれた一
方、「音量を下げたほうが良い」「特定の高音が気になる」との意見も聞かれ、本格運用
に向けた調整に役立てることができた。想定外だったのは、「海・深海や水族館をイメー
ジした」との感想が複数聞かれたことで、サウンドスケープが来館者に浮遊感のような
ものを与えたことが覗われた。 
 
c. アンケート調査 
 本調査は、来館者にQRコードを読み取っていただき、Google Form で選択式のアン
ケートに答え投稿していただく方法を採った。回答者は 20 代と 30 代の来館者が全体
の 60％近くを占めたものの、10 代以下や 60 代以上も含め幅広い年齢層から回答を得
ることができた（回答数51件）。本事業の評価に直接繋がる3つの設問への回答をグラ
フに示した（図4）。これらの結果は、サウンドスケープが概ね高評価を得たと考えられ

る。2 番目の設問、『音楽により、寄生虫は「怖い」「気持ち悪い」というイメージは軽
くなりましたか』に対して「とてもそう思う」「そう思う」と答えた来館者の割合は他の
2 設問に比べて低かったが、聞き取り調査で聴取されたように「寄生虫に対する抵抗が
薄れた気がする」という感想を持つ来館者が、決して少数派ではないことが覗われた。
アンケートに回答した来館者の多くが初めての来館であったが、2 回目、3 回目以上と
いうリピーターが合わせて 10 名（19.6％）含まれていたことは、サウンドスケープの
導入が、リピーターの方々にも高評価をいただいたことを示している。 
 
8. 成果の公表 
Vegetable Record，2025．Songs for 目黒寄生虫館．楽曲のコンセプト，作家・演奏
家の想いのほか、当館のサウンドスケープに用いられた楽曲をすべて聞くことができ
る  [https://www.vegetablerecord.com/songs-for-meguro-parasitological-
museum] 

林翔太郎・三上僚太（2025）展示室のサウンドスケープ（音環境）をデザイン．むしは
むしでも はらのむし通信 205: 10. 

目黒寄生虫館，2026．展示アニュアル2025. 常設展示室におけるサウンドスケープ（音
環境）デザインの実践．展示学，70（印刷中） 



髙野剛史・林翔太郎・三上僚太・亀谷誓一・越川有記・倉持利明，2026．展示室におけ
るサウンドスケープ・デザインの実践．博物館研究，61 (5)（印刷中） 

 
9. 総括 
 目黒寄生虫館の常設展示室において、サウンドスケープデザインを実践した。本事業
は、全国科学博物館振興財団による2025 年度全国科学博物館活動等助成事業助成金に
より、Vegetable Record の作家・演奏家との共同・協働のもとに共同研究として実施
された。Vegetable Record より提案された楽曲・音響デザインに合意し、工事を経て
実践に踏み切った。来館者調査を実施し、サウンドスケープ導入による一定の効果と評
価を得た。問題点として、サウンドスケープが未だ未経験の5月の連休、夏休み期間中
の混雑期にどのように対応すべきか、が浮かび上がった。本事業の成果・評価に関して、
ウェブサイトや当館の機関誌、博物館学の専門誌に投稿・受理された。 


